
令和７年度 第１回旭川市社会教育委員会議 議事録 

日時 令和７年７月１７日（木）午後４時３０分～６時３０分 

場所 旭川市総合庁舎７階 大会議室Ａ 

出席者（委員） 岩永委員、大橋委員、郡司委員、斉藤委員、佐藤委員、清水委員、

鈴木委員、中島委員、猫山委員、中村委員、濱中委員（１１名） 

出席者（職員） 田村社会教育部長、岩崎社会教育部次長、登野社会教育部次長、松

野郷社会教育部次長、小島社会教育課主幹、前川社会教育課主幹、

坂本文化振興課長、吉川文化ホール担当課長、松里公民館事業課

長、沼田博物館長、伊藤文化ホール整備担当副主幹、伊藤社会教育

課主査（１２名） 

公開・非公開の別 公開 

傍聴者 なし 

会議内容 

 

 

 

 

 

 

１ 開会 

２ 社会教育部長挨拶 

３ 職員紹介 

４ 議事 

⑴ 令和７年度教育行政方針について 

⑵ 令和７年度社会教育部の事業について 

⑶ 旭川市社会教育基本計画 令和７年度 点検・評価について 

⑷ 社会教育関係団体等への補助金交付に係る令和６年度実績と

令和７年度の申請状況について 

⑸ 旭川市民文化会館整備基本計画策定に係るイメージ模型の作

成と市民意見の募集について 

５ その他 

６ 閉会 

会議資料 ＜配付資料＞ 

資料１ 令和７年度 教育行政方針             

資料２ 社会教育部予算説明資料   

資料３ 社会教育部事業説明資料  

資料４ 旭川市社会教育基本計画の点検・評価について 

資料５ 社会教育関係団体等への補助金交付に係る 

     令和６年度実績と令和７年度の申請状況について 

資料６ 旭川市民文化会館整備基本計画策定に係るイメージ 

模型の作成と市民意見の募集について    

 

 

 

 



会議要旨 

 

１ 開会 

２ 社会教育部長挨拶 

３ 議事 

⑴ 令和７年度教育行政方針について 

⑵ 令和７年度社会教育部の事業について 

議長 議題１「令和７年度教育行政方針について」と議題２「令和７年度

社会教育部の事業について」は関連があるので合わせて事務局から説

明を。 

事務局 （資料１および資料２に基づき説明） 

議長 意見や質問はあるか。 

委員 

 

Ｐ２ 生涯学習振興費等にはいろいろな事業があるが、それらの事業

の目的について伺う。 

事務局 「まなびネットあさひかわ」は、生涯学習情報を提供しているウェブ

サイトであり、学びの普及啓発を図るために運営している。  

「交流スクール」は、学校内の専用スペースを利用して、地域の皆様

が気軽に集ったり学べたりする場を提供し、地域コミュニティの活性

化に寄与することを目的に取り組んでいる。 

「地域学校協働活動」は、学校と地域（住民、ＮＰＯ等）が連携して、

地域全体で子どもたちの学びや成長を支えることを目的に実施して

いる。 

委員 Ｐ７ 野外彫刻管理費で、損傷や劣化により危険性を伴う作品の修復

を行うとあるが、野外彫刻の状況と事業費の考え方について伺う。 

事務局 ボランティア団体「旭川彫刻サポート隊」により定期的に清掃あるい

は損傷具合を確認していただいており、事業費は少ないが、優先順位

を見極めながら修復を行っている。 

特に危険性が高いと判断した場合は、予算の流用等財源を確保しなが

ら、必要な修繕保守を行う対応をしている。 

 

⑶ 旭川市社会教育基本計画 令和７年度 点検・評価について 

議長 旭川市社会教育基本計画 令和７年度 点検・評価について事務局か

ら説明を。 

事務局 （資料４に基づき説明） 

議長 まず基本目標１について意見や質問はあるか。 

委員 達成状況で未達成というものが数多くあるが、目標値の設定の根拠及



び達成状況に新型コロナ等の感染症がまだ影響しているのか感想を

伺う。 

事務局 目標値は、現行の社会教育基本計画を策定した平成２８年度に策定し

たものであり、平成２６年当時の現状に対して目標値を設定した。そ

の後、令和４年度に一部見直しをしている。 

目標と実績の乖離が大きい「生涯学習まなびピアあさひかわ」の理由

としては、運営主体を市から参加団体にしたことによって、参加する

団体が減ったことが理由と認識している。 

コロナの影響から回復したものもあれば回復していないものもある。 

影響が続いているものもあるという所感である。 

委員 約１０年前に設定した目標が現在の目標になっていることは、少し見

直しをする必要がある気がする。 

議長 目標値は次の計画で見直すということか。 

事務局 そのとおり。 

議長 コロナの影響から回復している事業と回復していない事業もある。 

その原因、ニーズをしっかりと分析し、次回の計画で見直しを図って

もらいたい。 

委員 今年のまなびピアは、開催期間が冬まつりと１週間ずれており、また、 

おもちゃの交換コーナーなど人気のイベントもなく、集客が難しかっ

たのではないか。 

公民館で子育てサロンをしているが、コロナ禍は参加者が減ったが、

コロナが明けて、参加者も戻り、アンケート結果は満足度が高い結果

となっている。 

マンネリ化している事業もあるが、集客できる事業をもっと伸ばして

いくべきと考える。 

事務局 まなびピアについては、運営主体が変わったこともあるが、集客の面

では、開催時期やイベントの内容を今年度の事業で検討していきた

い。 

委員 

 

 

 

公民館事業のアンケートでは、満足度が高い結果が出ており、ファン

も多いのではないか。一方で新たな参加者を増やす必要もある。 

「まなびネットあさひかわ」のアクセス数が増えていると説明があっ

たがその理由は。 

事務局 

 

サイトの運営は委託しており、このサイトが令和５年度にリニューア

ルされ、見やすくなったことが理由と考えている。 

委員 さらにサイトを改修して、充実していくことは難しいか。 

事務局 現在のシステムは業者が開発したパッケージソフトを活用している



 

 

ため、カスタマイズには大きな費用が必要となる。ＳＮＳの活用の面

では、公民館では、フェイスブック等を活用しており、子育てサロン

などＳＮＳを見た参加者もいるので、今後も各種媒体を通じて、公民

館事業の周知を図っていきたい。 

委員 

 

 

 

 

 

 

 

目標値について、目標を立てた１０年前からは人口は３万人以上減少

しており、また２０４０年の人口推計では、旭川市の１８歳人口が半

減するとか、若者はより大都市に集中していくとか、学校教育でも既

存の学校数も大きく変わっている。 

ライフスタイルも大きく変わっていく中で、目標が１０年前のもの

だと、この評価のフィードバックが機能していない懸念がある。また

評価が達成か未達成しかないが、５段階評価とか達成度を示すように

すると職員が創造的に仕事をできるのかなと思う。 

次期計画では、そのあたりも検討していただきたい。 

事務局 目標値については、委員のおっしゃるとおりであり、次回の計画策定

時には、目標値の見直しについて検討していきたい。 

議長 この社会教育基本計画の策定に関しては、社会教育委員の仕事である

ので、よりよい計画作りに参画しなくてはと思う。 

次に基本目標２に関して意見・質問はあるか。 

議長 質問がないので、次に基本目標３に関して意見・質問はあるか。 

委員 地域学校協働活動の進捗状況と今後の見通しを伺う。 

事務局 今年度のモデル地域が５中学校区、モデル地域終了後の伴奏支援地域

が３中学校区、毎年３中学校区ずつ増やしていく計画で、令和１２年

を目途に全部の中学校区がモデル地域になることを目指している。 

議長 ほかに質問は。 

委員 ３－１－１で、各施設がボランティアの方針を出している。日本では

無償でやる公益性の仕事をボランティアという場合があり、他国と比

較した場合、これが日本の特徴と言われている。しかし、これが機能

したのは、昭和の縦社会が強いところとか、公民館が十分に機能して

いた時代であって、ライフスタイルが変わった現在は違うのかなと思

う。 

ボランティアの世代交代を図っていくことも大事だが、まずは各施設

でボランティアに依存しない事業の在り方を検討していくことも大

事だと思う。 

また先ほどの点検評価に関しては、中間見直しで複雑化し、目標値と

達成状況が現状に合わなくなっていることにあいまって、評価が分か

りにくくなっている。次年度の点検評価では、検討していただきたい。 



事務局 中間見直しではアウトカム評価を加えたことが一番の変更点。 

見直し前は、実施したことに重きを置いてきたが、見直し後は市民が

どう変わったかを評価している。ただ、複雑化していることは認識し

ているので、次回に向けて検討していきたい。 

議長 次に基本目標４について、質問や意見はあるか。 

ないので、基本目標５について、質問や意見はあるか。 

全体を通して質問や意見はあるか。 

副議長 この規模の自治体で、数値化して点検評価していることはありがた

い。我々はそれぞれ活動しており、いろいろな立場から、いろいろな

意見を出しているが、それに基づいて、前向きに改善に向けて取り組

んでいただきたいと思っている。 

加えて、行政は、民間ができないことや利益につながらないことにス

ポットを当てているなと感じている。 

行政として手を差し伸べる場面でも来てもらえないから諦めるので

はなくて、どうしたら来てくれるのか考えるその積み重ねが成果に結

びついていくと感じている。 

議長 これで点検評価については終わる。 

 

 ⑷ 社会教育関係団体等への補助金交付に係る令和６年度実績と令和７年度の申請状

況について 

議長 議題４「社会教育関係団体等への補助金交付に係る令和６年度実績と

令和７年度の申請状況について」事務局から説明を。 

事務局 資料５に基づき説明 

議長 意見・質問はあるか（質問等なし）。 

 

⑸ 旭川市民文化会館整備基本計画策定に係るイメージ模型の作成と市民意見の募集

について 

議長 次に議題５「旭川市民文化会館整備基本計画策定に係るイメージ模型

の作成と市民意見の募集について」事務局から説明を。 

事務局 資料６に基づき説明 

議長 意見・質問はあるか。 

委員 市民文化会館の建て替えに向けた年度的な工程について伺う。 

事務局 今年度に基本計画の策定を行う予定であるが、その後については未定

である。 

議長 その他意見・質問はあるか。 

なければ本日の議事は終了する。 



 


